
RESAS分析データ

和歌山県新宮市



＊人口マップ→人口構成→人口ピラミッド＊人口マップ→人口構成→人口推移

16,580
（2045年）

31,498

※昼間は14時、夜間は20時のデータ

＊まちづくりマップ→滞在人口率

夜間

人口

■2020年の人口は総人口27,171人。10年前（2010年）の31,498人と比較して13.7％減少している。
年齢別に将来の傾向をみると、年少人口や生産年齢人口は減少傾向、老年人口は増加～横ばい傾向にある。よって、少子高齢化が一層進んでいく地域である。
事業者は、少子高齢化の進行に対応したビジネスモデルの再構築が必要といえる。
※年少人口は15歳未満、生産年齢人口は15～64歳、老年人口は65歳以上をさす。

■人口ピラミッドは、現在と将来の年齢別人口構成を示したグラフである。老年人口の割合をみると、2020年の37.2％から2045年には49.5％まで上昇する見込み。一
方、生産年齢人口は2020年の49.1％から41.9％まで低下する見込みである。労働力不足、消費の縮小などが予測される。

■滞在人口は昼間人口と夜間人口を月ごとに比較したグラフである。平日の人口を見ると、昼間の滞在人口が夜間の滞在人口をやや上回っていることから、市内への通
勤・通学者数（流入人口）が市外への通勤・通学者数（流出人口）を上回っていることが読み取れる。

年齢別人口推移 滞在人口（2022年、上：昼間、下：夜間）人口ピラミッド

27,171

昼間



人口増減の要因

◼ 2020年以降、社会減に増加がみられるが自然減が加速化しているため、人口増減数全体としては減少傾向が続い
ている。

◼ 年齢階級別純移動数の時系列推移については、主に大学進学時、就職等のタイミング（15～19歳→20～24
歳）のタイミングで人口が大きく流出後、主に就職・転職等のタイミング（20歳～24歳→25～29歳）で流入、その
後全体的に減少傾向が続く。

    

    

    

    

    

    

    

    

 

   

   

  
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
  

 
  

 
 
 
 
  
 
 
  
 

                                          

自然増減・社会増減の推移 年齢階級別純移動数の時系列推移

＊人口マップ→人口増減 ＊人口マップ→人口の社会増減
出典：総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生

本部作成 再編加工



産業構造 ＜事業所数＞

■業種ごとの事業所数を面の大きさで示したグラフをみる。もっとも多いのは「卸売業、小売業」の709事業所で、全体の29.6％を占めてい
る。その後「宿泊業,飲食サービス業」 の418事業所17.4％、「生活関連サービス業，娯楽業」の214事業所8.9％が続く。

■事業所数の推移をみる。2016年は2,397事業所。7年前の2009年と比較すると2,734事業所だったので12.3%減である。

事業所数（事業所単位）大分類（2016年） 事業所数の推移

＊産業構造マップ→全産業→事業所数

2,397

2,734

事業所数（事業所単位）：2,397事業所

＊産業構造マップ→全産業→全産業の構造 ＊産業構造マップ→全産業→事業所数



産業構造 ＜従業員数＞

■業種ごとの従業者数を面の大きさで示したグラフである。もっとも多いのは「卸売業,小売業」の3,417人で、全体の25.6％を占めている。
その後「医療,福祉」の2,243人の16.8％、「宿泊業，飲食サービス業」の1,944人の14.5％が続く。

■従業者数の推移をみる。2016年は13,369人、7年前の2009年の15,328人と比較すると12.8%減である。

従業者数（2016年） 従業者数の推移

＊産業構造マップ→全産業→従業者数（事業所単位）

15,328

13,369

従業者数（事業所単位）：13,369人

＊産業構造マップ→全産業→全産業の構造



産業構造 ＜地域内産業の構成割合＞

■新宮市の産業の構成割合を全国および和歌山県と比較したグラフである。3次産業の割合が83.5％であり、全国の58.9％、和歌山県
の49.4%と比べて高い。続く２次産業の割合は16.0％で、全国の39.9%、和歌山県の48.5%と比べて低い。

地域内産業の構成割合

＊地域経済循環マップ→生産分析

＊1次産業・・・農業、林業、漁業など
＊2次産業・・・製造業、建設業、工業など
＊3次産業・・・商業、金融業、医療・福祉・教育などのサービス業や、外食産業・情報通信産業など



小売業・卸売業

■小売業・卸売業の年間商品販売額の推移を示したグラフをみる。
2021年の年間商品販売額は727億円である。5年前の2016年と比較すると932億円なので、22.0％減である。

■小売業・卸売業の事業所数の推移を示したグラフをみる。
2021年の事業所数は、小売業442事業所、卸売業107事業所である。2007年と比較すると、小売業は38.3％減、卸売業は
36.7％減となっている。

年間商品販売額の推移 事業所数(小売業・卸売業)の推移

72,720

93,199

＊産業構造マップ→小売・卸売業→年間商品販売額

小売業
442

716

卸売業
107

169

＊産業構造マップ→小売・卸売業→商業の構造

＊グラフ上の破線は、日本標準産業分類の大幅改定の影響や、「産業統
計調査」と「経済センサス一活動調査」の集計対象範囲の違い等から、
単純に調査年間の比較が行えないことを示している。



製造業

■製造業の製造品出荷額等の推移をみると、2020年の製造品出荷額等は、80億円である。5年前の2015年と比較すると78億円なの
で2.4％増である。

■主要製造業の事業所数の推移を示したグラフをみる。①食料品製造業②木材・木製品製造業(家具を除く)が多い。
2015年以降、 ①食料品製造業は横ばい～減少傾向、②木材・木製品製造業(家具を除く)は減少～横ばい傾向である。

製造品出荷額等の推移 事業所数（主要製造業）の推移

7,980
7,792

＊産業構造マップ→製造業→製造品出荷額等

（食料品製造業）
9

5
(木材・木製品製造業＊家具を除く)

＊産業構造マップ→製造業→製造業の構造



地域経済循環

■地域内企業の経済活動を通じて生産された付加価値は、労働者や企業の所得として分配され、消費や投資として支出されて、再び地
域内企業に還流する。この流れを示したものが地域経済循環図である。

■左図の「生産（付加価値額）」の内訳を面の大きさで示したグラフである。付加価値額が高いのは「小売業」「保健衛生・社会事業」「公
務」である。
※なお、グラフの色は、地域外から稼いでいる産業（赤色）と地域外から必要としているものを調達している産業（青色）を表している。

地域経済循環図（2018年） 生産分析（2018年）

①新宮市の企業は合計949億円の
付加価値を生み出している。

②付加価値のうち、支出に回されるのは、
1,116億円。市外への流出があるので付加
価値を超えている。

③市内で支出に使われた金額は949億円。
市外への流出があるので1,116億円より少ない。

＊地域経済循環マップ→地域経済循環図

付加価値額（総額）：949億円

上図以外の付加価値額の合算：19億円

＊地域経済循環マップ→生産分析

75億円

移輸出入収支額（総額）：-347億円



雇用

■和歌山県の有効求人倍率を全国平均と比較したグラフをみる。2022年9月の和歌山県は1.03倍であり、全国平均の1.20倍より低い。
2021年同月の和歌山県は1.03倍、全国平均の1.05倍とほぼ変わらない。
有効求人倍率の全国順位は41位である。

■業種ごとの有効求職者数を面の大きさで示したグラフをみる。もっとも多いのは「事務的職業」 の41,897人で、全体の23.7％を占めてい
る。その後「運搬・清掃等の職業」の34,639人の19.6％、「分類不能の職業」の29,029人の16.4％が続く。

有効求人倍率（2022年） 有効求職者数（総数）（2021年）

＊産業構造マップ→雇用→有効求人倍率 ＊産業構造マップ→雇用→求人・求職者構造分析

有効求職者数（総数）：176,476人

2022/9
1.03倍

1.20倍

2021/9
1.03倍

1.05倍



雇用

■新宮市の求人情報数の推移（前年同月比）をみると、2023年3月は-0.92％。１年前の2022年同月と比較すると21.05%だった
ので21.97%減である。

■和歌山県の一人当たりの賃金を全国平均と比較したグラフをみる。2022年の和歌山県は425万円であり、全国平均の463万円と比べ
て低い。3年前の2019年の和歌山県は410万円、こちらも全国平均の459万円を下回っている。
一人当たり賃金の全国順位は18位である。

求人情報数の推移 （前年同月比） 一人当たり賃金

＊産業構造マップ→雇用→求人情報の比較

-0.92

21.05

＊産業構造マップ→雇用→一人当たり賃金

全国平均
463万円

和歌山県
425万円

459万円

410万円
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